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支えあい、男と女がともに築くまち
ひと ひと

No.10

ほほえみふぉ～らむ
各部会報告
ほほえみ標語

2～4
5
6

目次

わ
た
し
た
ち
は

一
、互
い
を
認
め
合
い
思
い
や
る
、健
康
で
心

豊
か
な「
ほ
ほ
え
み
の
人
づ
く
り・
家
庭
づ

く
り
」を
め
ざ
し
ま
す

一
、男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、

仕
事
と
生
活
が
調
和
す
る「
ほ
ほ
え
み
の
職

場
づ
く
り
」を
め
ざ
し
ま
す

一
、性
別
や
世
代
に
と
ら
わ
れ
ず
、交
流
と
参
画

に
よ
り
躍
動
す
る「
ほ
ほ
え
み
の
地
域
づ
く

り
」を
め
ざ
し
ま
す

一
、国
際
的
な
視
点
を
持
ち
、子
ど
も
た
ち
が
未

来
に
夢
を
も
て
る「
ほ
ほ
え
み
の
社
会
づ
く

り
」を
め
ざ
し
ま
す 

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

2月21日開催、ほほえみふぉ～らむにて（須玉ふれあい館）

ほほえみ標語入賞者・入選者の皆様

男 と女男 と女
ひと ひと

～地域づくりはみんなの手で～
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北の杜吹奏楽団

甲斐の国　小粋

楽しく活動しています。
団員募集中 !!

　約 30団体の方々が集まって開催されたこのフォーラム。
集まったのは、｢男性も女性も年齢も関係なく…｣ 日々すば
らしい活動を実践している皆さんです。
　「男女共同参画」という少し難しい言葉は、皆さんが少し
ずつ違ったとらえ方をしています。
　でも、「なるほど」と思ったり「私とは違うけどそんな考
え方もあったのか」と認めあうことが第一歩ではないでしょ
うか。
　私たちも専門家ではありませんので、まず、地域の現状
をよく知って、絵に描いた餅にならないよう、地に足のつ
いた活動にいかせるようにとフォーラムも開催しました。
　男女の性別にかかわらず、一人の人間として尊重され、
ここに生まれた人も、よそから来た人も、国も人種も関係
なく、みんな自分という力を発揮し、良いコミュニケーショ
ンを図り、良いまちにする…という目標で参加してくださっ
た皆さん、ご来場くださった皆さん、本当にありがとうご
ざいました。
　男女が共同して参画できる社会を目指していきましょう。

茅ヶ嶺太鼓 北の杜太極拳 

吹奏楽部

チアリーディング部JRC 部

Happy　Smile　Fitness

−参加者の声−

−参加者の声−

−参加者の声−

北の杜吹奏楽団の演奏、とても素晴らしかったです。時宜に合っ
た曲の選定がまたすばらしい。これからもバリバリ活躍を !!
（60 代男性）

地域には様々な人がいます。みんな違っ
てあたり前だと思います。その違いを楽
しむゆとりを持ちながら、互いを尊重し
合ってみんなで地域作りできるといいで
すね。北杜市は移住者が多いので、新旧
楽しく交流したいですね。（60代女性）

良 か っ た ヨ ー
（60代男性）

ほほえみ ふぉ〜らむ　2016

帝京第三高校

たくさんの方に、
よさこいを体験して
いただきました。

伸そう健康寿命、
目指せ生涯現役、
続行健康体操

祭りだ！太鼓だ！
やっぱり酒だ！

笑顔で楽しく！
シナプソロジーで
脳活性化！

−参加者の声−

−参加者の声−

いろいろな観点からの参加が
あって、とても賑やかです。
（60代男性）

初めて来てみました
が、とっても良かった
と思います。（70代女）

〜男女共同参画社会を考える機会になりました〜

ワークショップ
−参加者の声−

多種多様の取り組みに感心し
ました。（60代男性）
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笑えば自分が変る、
自分が変れば地域が変る

時間が足りない位
活発な意見交換をする
ことが出来ました

山も好き！
温泉も好き！
やっぱり一番は
酒が好き！

児童養護施設、
明生学園のことを
知って欲しい

高根改善センターで
活動しています。
スカウト募集中 !!

楽しいグループです。
一緒に活動しませんか。

北杜交通安全協会に
ご入会をお願いします。

平均年齢 83歳。
世界が一歩前進だ。

自然色シートは景観を救う。
みんなでネ。

今後も子どもたちの未来
について考えます。

季節感ある語りと手作り
お菓子でおもてなし

地域の皆様が交通事故に
あわないよう活動しています

消防団員募集中！

設立十周年の変遷に多くの人が
関心を示してくれました

市内を中心に
様々な分野で活動
しています！

今、ここで皆んなで手を
つないでいこうよ

長坂ラフター（笑い）ヨガクラブ 北杜市に産婦人科医を誘致する会

明野山岳会

共育ちの会「あ・そ・ぼ」

清里で「語り」を広める会

元氣会大泉

自然いろシート普及委員会

子どもの未来を考える会・北杜

ガールスカウト山梨県連盟第 17 団

北杜市消防団

北杜市バイオディーゼル燃料を考える会

北杜市商工会女性部

北杜市地球温暖化対策・クリーンエネルギー推進協議会

すたまおはなしの会アリス北杜交通安全協会

農業と食を通じ
都会との交流を
図っています。

ウェルネス南八ヶ岳農園

北杜市専門交通指導員

−参加者の声−

また次回もよろし
くお願いします。
（70代女性）

ポスター
　セッション

−参加者の声−

地域で活躍する男女の
ワークショップ・ポスター
セッションに良い交流の
場になっています。
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•	ため池からこどもを守る
•	少子高齢化の現状とその対策案について
•	脱・交通不便地域
•	北杜市の名水
•	北杜市民バスについて
•	長坂駅周辺の活性化について
•	ふるさと納税で北杜市を広めよう
•	ベリーベリーグッドブルーベリー　　　
　〜活性化はブルーベリーによって〜

•	北杜市の観光

地域の元気づくり
頑張りま〜す！

コミュニケーション
ゲームを

行いまいした。

甲陵高校ポスターセッション

豊かな自然を守り、そして活かしていく
地域づくりに参加しませんか

北杜市の史跡名所を
継承していきます。

エジソンの会

地域部会

北杜市南アルプスユネスコエコパーク地域連絡会

職場部会

長坂町郷土研究会

家庭部会

ほほえみふぉーらむ 2016
来場者に聞きました !! あなたが考える「男女共同参画」とは?

•	もともとは、女性の地位向上と社会進出が目標「男女が互い
にその人権を尊重しつつ責任をも分かち合い、性別にかかわ
りなく、その個性と能力を十分に発揮することが出来る社会」
と考える。（女性）
•	思いやり（30代男性）
•	男女関係なく、それぞれの得意な事を率先して行う。（30代女性）
•	お互いを尊重する（40代女性）
•	男女が同じことをするということではなく、それぞれの役割
を尊重し協力しあうこと（40代女性）
•	お互いを思いやりながら協力する。（40代女性）
•	いろいろな人がいて共存していく（30代男性）
•	細かいところに対する気配り（30代女性）
•	男女が自由に行動、言葉が出来る世の中（60代男性）
•	人と人が手をつなぎ、未来の子供達が住みやすい環境にする
こと（40代女性）
•	男性にしかできないこと、女性にしかできないこともあるこ
とをふまえつつ、男性と女性が共に生きること。何でも男女
平等ではない。（40代女性）

•	Fifty・Fifty の関係と相互協力活動と考えます（60代男性）
•	互いの性差を理解しながら、助け合い支え合って生きること
（60代女性）
•	皆でやる自身がやるそれしかない（60代男性）
•	女性が自ら参画する事、男性はそれを認め応援する事が大切
だと思う（60代男性）
•	雇用に男女で差をつけない。賃金も差別ない。優秀な女性を
管理職に積極的に登用する。短期間でも賃金は優遇する（雇
用期間について）（60代男性）
•	子育て（40代女性）
•	男女平等は当然だが、それぞれの特性役割を生かして（活か
して）活動する。（60代男性）
•	まだまだ男性中心の社会です。女性の方が長生きし、意見を
持っている人も少なくないのに、組織の中で声や力が生かさ
れていないと思います。各地区の中での様々な古い習慣、ざっ
くばらんに日常的に話し合いたいですね（60代女性）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〜ご協力ありがとうございました〜

−参加者の声−

ひとり親世帯が多くなっていま
す。北杜市内で幸せに暮らして
いける家族が増えるよう、独身
だけでなく、ひとり親婚活事業
も企画して欲しい。（40代女性）
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少
子
化
問
題
に
取
り
組
ん
で
２
年

目
。
北
杜
市
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
昨
年
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

の
数
が
２
１
７
名
。
合
計
特
殊
出
生
率

が
北
杜
市
は
1.13
で
国
1.43
県
1.42
に
比
べ
る

と
低
い
こ
と
を
知
り
、
何
故
赤
ち
ゃ
ん

が
少
な
い
の
か
？ 

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

結
婚
し
て
い
な
い
人
が
多
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昨
年
７
月
に

小
淵
沢
町
で
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
。
13
組
の
男
女
が
参
加
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
こ
の

ゲ
ー
ム
は
ほ
ほ
え
み
ふ
ぉ
〜
ら
む
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
紹
介
）今
現
在
、

１
組
が
交
際
中
で
す
。

　

新
し
い
支
援
対
策
も
始
ま
っ
た
北
杜

市
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
声
が
、

あ
っ
ち
に
も
！
こ
っ
ち
に
も
！
聞
か
れ

る
賑
や
か
な
北
杜
市
に
と
願
い
た
い
で

す
。

　

職
場
部
会
で
は
実
際
の
職
場
で
の
男

女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組
み
や
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
現
況
を
伺
い
た

く
、
平
成
27
年
7
月
23
日
、
北
杜
市
長

坂
町
の
2
ヶ
所
に
職
場
訪
問
を
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
訪
れ
た
住
宅
用
木
材
パ
ネ

ル
や
建
築
資
材
を
製
造
し
て
い
る
山
梨

住
宅
工
業(

株)

で
は
、
社
員
78
名
が

現
場
部
門
と
事
務
部
門
で
働
い
て
い
ま

す
。
男
女
差
で
は
な
く
「
個
体
差
」
に

よ
り
適
材
適
所
で
人
員
配
置
を
し
、
男

女
で
の
賃
金
差
も
な
い
そ
う
で
す
。
独

自
に
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
ミ
ッ
ク
ス
」
と

い
う
仕
事
と
生
活
を
相
互
に
支
え
合
う

と
い
う
考
え
方
の
下
、
生
産
性
も
向
上

し
て
い
ま
す
。
ま
た
災
害
時
へ
の
迅
速

な
対
応
策
と
し
て
、
歩
い
て
30
分
以
内

に
居
住
す
る
社
員
も
多
く
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
も
重
視
し
、
積
極
的
な
全
体

朝
礼
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
課
題
解
決
や
意
思
疎
通
を
図
り
、
働

き
や
す
い
職
場
が
整
え
ら
れ
て
い
る
印

象
で
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
（
福
）
八
ヶ
岳
名
水
会

は
、
市
内
5
ヶ
所
に
障
が
い
者
の
就
労

支
援
や
自
立
支
援
を
す
る
施
設
が
あ

り
、
職
員
の
男
女
比
は
男
性
40
％
、
女

性
60
％
、
3
名
の
女
性
施
設
長
を
は
じ

め
、多
く
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
配
置
し
、

性
別
や
年
代
に
関
わ
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
仕

事
を
共
同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

出
産
、
育
児
、
介
護
な
ど
の
休
暇
取
得

後
の
復
職
率
が
100
％
、
研
修
参
加
も
積

極
的
に
促
し
、
職
員
の
ヤ
ル
気
も
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
取
り

組
み
で
は
、
業
務
の
性
質
上
、
未
だ
課

題
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
女
性
の
活
躍

が
光
っ
て
い
る
職
場
と
い
う
印
象
で
し

た
。

　

今
回
の
職
場
訪
問
で
は
、
い
ず
れ
に

も
感
じ
ら
れ
た
「
明
る
い
職
場
」
の
印

象
は
、「
働
き
や
す
い
環
境
」
へ
の
第

一
歩
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
「
保
育
園
落
ち
た
。」「
仕
事
出
来
な

い
。」
と
い
う
切
実
な
声
は
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
瞬
く
間
に
社
会
に
広
が
り
、
待

機
児
童
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
女
性

に
大
き
な
し
わ
よ
せ
が
及
ん
で
い
る
と

い
う
現
実
を
映
し
出
し
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
子
育
て
を
含
め
た
こ
の
よ

う
な
問
題
が
未
だ
に
女
性
だ
け
の
問
題

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

  

家
庭
部
会
で
は
貨
幣
価
値
に
換
算
す

る
と
88
兆
６
千
億
円
（
こ
の
数
字
に
は

育
児
、
介
護
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）
に

も
な
る
と
い
う
家
事
の
社
会
的
な
意
義

と
そ
の
価
値
を
捉
え
直
し
て
い
く
こ
と

が
、
家
庭
か
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
を

創
造
し
て
い
く
礎
に
な
る
事
を
期
待
し

て
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

「
男ひ
と

と
女ひ
と

の
料
理
教
室
」
で
体
験
し
て

貰
う
こ
と
と
共
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
そ
の
意
義

を
、
ほ
ん
の
少
し
で
す
が
広
め
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
家
事
は
、
幼
い
子
ど
も
を
育
て

社
会
に
送
り
出
し
、お
年
寄
り
を
支
え
、

働
く
人
が
英
気
を
養
っ
て
再
び
職
場
に

出
か
け
て
い
く
た
め
の
基
礎
を
つ
く
る

重
要
な
仕
事
で
す
。
そ
の
こ
と
を
北
杜

市
の
多
く
人
に
知
っ
て
貰
い
た
い
の
で

す
。

家
庭
部
会

職
場
部
会

地
域
部
会

『
明
る
い
職
場
』が

『
働
き
や
す
い
職
場
』へ
の	

　
　
　
　
　
　
　
第
一
歩

何
も
し
な
け
れ
ば

地
域
も
変
わ
ら
な
い

男
女
共
同
参
画
は

あ
な
た
と
私
と
家
庭
か
ら

職場訪問にて

婚活パーティー



　
今
号
で
は
、「
ほ
ほ
え
み
ふ
ぉ
ー
ら
む
２
０
１
６
」

が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
様
子
を
ご
覧
頂
け
た

と
思
い
ま
す
。ま
た
、今
年
度
は「
ほ
く
と
ほ
ほ
え
み

夢
プ
ラ
ン
」
の
改
訂
に
取
り
組
み
、
仕
上
が
っ
た
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。総
合
目
標
「
き
ら
り
北
杜
　

男
女
が
織
り
な
す
豊
か
な
社
会
」
の
実
現
の
た
め

に
、本
プ
ラ
ン
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
、「
地
域
・
職
場
・
家

庭
」部
会
の
活
動
等
が
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
後
記

杜のほほえみ No.10 発　行 北杜市役所企画部企画課　北杜市須玉町大豆生田961-1　TEL 0551-42-1321
発行日 平成28年3月31日 編　集　北杜市男女共同参画推進委員会

男女差を　うめる言葉は　思いやり

「てつだうよ」その一言が　ほほえみへ

手をつなぎ　男女混ざって　１つの輪

それぞれの　色を生かして　支え合おう

失敗しても　何度もチャレンジ　父料理

お互いが　尊重し合えば　笑顔咲く

にっこりと　つながる笑顔は　わたしから

手を携えて　ゆっくりゆっくり　一歩ずつ

男も女も若きも老いも　みんなが笑顔で助けあい

家事分担　家族の時間も　増えてくる

家事育児　男がやるよ　まかせとけ

パパとママ　力を合わせて　百人力

ＤＶは　自分と相手を　きずつける

お父さん　今日の夕飯　何ですか？

食器洗い　そんなことから　たすけあい

「どうしたの」声をかけることから始まる　助け合う社会

思いやり　いたわり合いが　ほほえみを呼ぶ

男女別　いやな響きは　いつ終わる

変えてみよう　君の視点を　考えを

虫嫌い　そんな男も　いるんだよ

僕も手伝う　家の家事　みんなで楽しく分担しよう

「助け合い」　これが我が家の　合い言葉

女だめ　将来潰す　その言葉　男女とわずに　みんな活躍

自分から　発信しよう　笑顔の輪

皿洗い　している父が　たのもしい

父と母　仕事しながら　家事育児

人は皆　先祖は同じ　大きな家族

男女の”わ”　広げていこう　生活へ

育メンを　流行語だけで　終わらせない

男女とも　自分らしさを　活かせる社会

家のこと　任せっ切りは　これっ切り

手をつなぐ　しわの手　愛の手　小さな手

佐藤　麦太 甲陵中学校

佐藤　敦迪 小淵沢小学校

齋藤　くる美 甲陵中学校

堀内　結希 小淵沢中学校

小野田　夏実 明野小学校

小野　七星 武川中学校

山坂　絹世 一般

平井　勇人 一般

青木　美樹 一般

森田　風花 明野小学校

篠田　優真 高根西小学校

安倍　彩野夏 泉小学校

坂口　帆南 小淵沢小学校

岡田　歌歩 小淵沢小学校

寺島　渓介 小淵沢小学校

佐野　晴冬 白州小学校

三橋　凜生 武川小学校

桜井　春香 須玉中学校

梅津　菜緒 須玉中学校

小林　怜永 須玉中学校

千野　秀仁 泉中学校

宮武　和矢 泉中学校

佐藤　天海 泉中学校

進藤　弓奈 小淵沢中学校

赤沼　美月 小淵沢中学校

清水　登生 小淵沢中学校

小尾　海翔 武川中学校

田草川　恵里 武川中学校

輿石　庸行 甲陵中学校

羽生　愛深 甲陵中学校

堀内　健匠 甲陵中学校

山城　恵佳 甲陵中学校
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★
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男女共同参画　ほほえみ標語　入賞・入選作品

委員長賞

家庭部会長賞

職場部会長賞

地域部会長賞
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　人口３７１万人の大都市横浜の市長である林文子氏とは、民間企業の経営者トップ出身という経歴から、もの
すごい女傑かあるいは超パワフルウーマンというイメージでしたが、もの静かな口調の落ち着いたたたずまいの女
性でした。
　市長としての持論の一つは、市役所を訪れる市民はお客様だ
から、笑顔で「いらっしゃいませ・ありがとうございました・ど
うぞお気をつけて」といった挨拶を職員に励行させるということ
でした。また、「けんかが苦手、議会で争っていたら市政が進まな
いでしょ。」と述べ、ひかえめな姿勢が印象に残りました。
　「男女共同参画とは？」という質問には、男性と女性がリスペ
クト（尊敬）し合うことと即答されました。待機児童ゼロを宣言
し達成するなど、言うは簡単なことを、この方は実行し続けてき
たからこそ、今があるのだと納得がいくお話でした。

平成 27年度男女共同参画推進フォーラム　林文子横浜市長の講演から

国立女性教育会館 正面入り口にて（平成27年8月20日）

ほくとほほえみ夢プラン


